
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[050]政治研究表紙奥付等

https://hdl.handle.net/2324/16419

出版情報：政治研究. 50, 2003-03-31. 九州大学法学部政治研究室
バージョン：
権利関係：



『政
治
研
究
』
総
目
次

(創
刊
号
～
第

五
〇
号
)

創
刊
号

(
一
九
五
三
年

二
月
)

歴
史
的
発
展
段
階
を
規
定
す
る
力
と
し
て
の
「生
産
力
の
欠
乏
」

今
中
次
麿

ス
タ
ー
リ
ン

『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
言
語
学

の
諸
問
題
』

の
政
治

理
論

へ
の
影
響

竹
原
良
文

〈
紹
介
>
G
・
M

c
T
・
カ
ー
イ
ン
著

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族

主
義

と
革
命
」

谷
川
榮
彦

〈
資
料
〉
ソ
同
盟
共
産
党
規
約
の
沿
革

-

民
主
的
中
央
集
権
主
義

の
歴
史
-

額
田

坦

第
二
号

二

九
五
四
年

二
月
)

十
九

世
紀

ロ
シ
ア
に
お
け
る
革
命
的
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
覚

書

山
内
正
樹
/
中
村
義
知

一
九

世
紀
後
半
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
政
党
制
の
確
立

-
議
院
内
閣
制
と
の
関
連

に
つ
い
て
ー

北
西

允

ブ
イ
リ
ッ
ピ
ン

・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
に
つ
い
て

ー

ス
ペ
イ
ン
領
有
下
に
お
け
る
1

青
野
博
昭

第
三
号

二

九
五
五
年

一
月
)

ア
メ
リ
カ
の
再
建
時
代
と
政
党

山
田

浩

一
八
八
〇
年
代

の
イ
ギ
リ
ス
社
会
主
義
運
動

ー

ハ
イ
ン
ド
マ
ン
と
民
主
連
盟
を
中
心
と
し
て
1

大
西
典
茂

フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
の
本
質
に
つ
い
て

平
田
好
成

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
第
三
党
問
題
と
労
働
者
の
立
場

-
進
歩
党
の
結
成
を
め
ぐ

っ
て
1

徳
本
正
彦

第
四
号

(
一
九
五
六
年

二
月
)

『共
産
党
宣
言
』
に
お
け
る
社
会
主
義
諸

派

ー
『宣
言
』
第
三
章
の
註
解
ノ
ー
ト
ー

嶋
崎

譲

ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
下
の
ド
イ
ツ
の
屈
服
と
反
抗

吉
井
友
秋

中
国
第

一
次
国
内
革
命
戦
争
と
日
本

の
労
働
者

岡
本

宏

モ
ン
テ
ス
キ

ュ
ー
の

「
政
治
的
自
由
」
の
概
念

に
つ
い
て
梶
原
愛
巳

一鵬一



第
五
号

(
一
九
五
七
年

二
月
)

ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
変
遷

マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
序
説

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
組
織
の
矛
盾
と
特
質

具
島
兼
三
郎

柳

春
生

安
部
博
純

三

一
年
参
院
選
挙
に
お
け
る
大
分
県
自
民
党
の

「組
織
」
活
動

の
状
態

衣
笠
哲
生

第
六
号

(
一
九
五
八
年

二
月
)

植

民
地
主
義
の
前
進
を
阻
む
諸
条
件

具
島
兼
三
郎

第
十
六
世
紀
の
前
半
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
国
王

の
官
吏
の
政

治

思
想
-
君
主
概
念
の
変
化
を
中
心
と
し
て
ー

毛
織
大
順

知
識
人
に
よ

っ
て
提
唱
さ
れ
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

・
プ
レ
イ
エ

ル
運
動

松
隈
徳
仁

イ
ン
ド
国
民
会
議
派
の
成
立
と
イ
ギ
リ
ス
の
立
場

毛
利
敏
彦

第
七
号

(
一
九
五
九
年
四
月
)

特
集

政
党

・
圧
力
団
体

・
統

一
戦
線

特
集

の
方
法
に
よ
せ
て

圧
力
団
体
と
英
国
的
適
応
の
形
態

嶋
崎

譲

1
圧
力
団
体
の
機
能
と
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の

一
考
察
1

井
田
輝
敏
/
前
田
繁

一

レ
ー

ニ
ン
の

「社
会
民
主
主
義
」
論

衣
笠
哲
生

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統

一
戦
線
論

の
再
検

討

松
隈
徳
仁

第

二
次
大
戦
後

に
お
け
る
社
共
統
一

戦
線
の
問
題

1
そ
の
思
想
的
側
面

に
つ
い
て
1

毛
利
敏
彦

第
八
号

(
一
九
五
九
年

=

月
)

ベ
ン
サ
ム
の
政
治
的
急
進
主
義
化
と
そ
の
対
象

西
口

進

フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
運
動

に
関
す
る
若
干
の
理
論
的
問
題
点

1
序
論
的
考
察
ー

モ
ン
テ
ス
キ

ュ
ー
の
政
治
思
想

i
そ
の
貴
族
主
義
的
保
守
性
に
つ
い
て
i

孫
文
に
お
け
る
三
民
主
義

の
形
成

-
中
国
革
命
思
想
研
究
覚
え
書
1

第
九
号

(
一
九
六
〇
年
九
月
)

国
家
と
経
済
の
相
互
連
関

に
つ
い
て

の

一
試
論

-
三
〇
年
代
を
中
心
と
し
て
ー

イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
し
て
の
政
治
学
の
基
礎

平
田
好
成

梶
原
愛
巳

井
田
輝
敏

竹
原
良
文

ー

マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学

の
方
法

に
よ
せ
て

(二
)
ー
徳
本
正
彦

一悩一



「戦
争

と
平
和
」

の
論
理

安
部
博
純

〈研
究

ノ
ー
ト
〉絶
対
主
義

の
ブ

ル
ジ

ョ
ア
君
主
制

へ
の
移
行
に

つ
い
て

岡
本

宏

第

一
〇

・
=

合
併
号

(
一
九
六
三
年
三
月
)

帝
国
主
義
復
活
の
概
念

に
つ
い
て

1
批
判
的
考
察
ー

松
隈
徳
仁

統

一
ゴ
ー
ル
ド

・
コ
ー
ス
ト
会
議
の
結
成
と
暴
動
の
勃
発

-
第

二
次
大
戦
後

の
ガ
ー
ナ
に
お
け
る
民
族
独
立
運
動
の
開

始
と
蹉
跣
-

谷
本
圭
介

中
国

に
お
け
る

「
唯
武
器
論
」
批
判
の
思
想
に
つ
い
て
高
比
良
光
司

ス
パ

ル
タ
ク
ス
派

の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
党
組
織
論

ー

ロ
ー
ザ

・
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
グ
の
理
論
を
中
心
と
し
て
1

松
田
秀
人

藩
政

改
革
か
ら
公
武
合
体

へ

ー

明
治
維
新
政
治
史

〔薩
摩
藩
〕
の

一
考
察
-

毛
利
敏
彦

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政
治
思
想
に
お
け
る

『自
然
法
』
理
念

ー

研
究
序
説
-

梶
原
愛
巳

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
国
家
分
類
に
関
す
る
若
干

の
問
題

-

国
家
権
力
規
定
の
方
法
を
め
ぐ

っ
て
ー

安
部
博
純

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
労
働
組
合
の
統

一
に
つ
い
て
の
覚
え
書

-
組
合
分
裂
の
調
査
か
ら
1

衣
笠
哲
生

第

一
二
号

(
一
九
六
四
年
三
月
)

レ
ー

ニ
ン
主
義
研
究
の
方
法
的
前
提

嶋
崎

譲

M

・
デ

ュ
ヴ

エ
ル
ジ

ェ
の
政
党
論
の
方
法

に
つ
い
て

1
批
判
的
考
察
-

近
藤
嘉
昭

『憲
法
制
定
史
の
中

の
天
皇
制
』
そ
の

一

ー
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
作
製
過
程
を
中
心

に
1

木
下

威

マ
ッ
ク
ス

・
ウ

ェ
ー
バ
ー
の
議
会
デ

モ
ク

ラ
シ
ー
と
大
衆
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て

江
口
昌
樹

第

=
二
号

(
一
九
六
五
年
三
月
)

軍
縮
交
渉
に
お
け
る
問
題
点
の
推
移

具
島
兼
三
郎

一
八

一
四
年

フ
ラ
ン
ス
第
七
憲
法
の
制
定

と
修
正
を
め
ぐ
る
政

盾

に
つ
い
て

吉
井
友
秋

オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
政
党
論
の
論
理

吉
瀬
征
輔

〈政
治
研
究
会
記
録
〉柴
田
高
好
『
マ
ル
ク

ス
主
義
政
治
学
序
説
』

を
読
ん
で

近
藤
嘉
昭
/
吉
瀬
征
輔
/
江
口
昌
樹
/

秦
明
夫
/
松
富
弘
志
/
山
本
隆
基

一鵬一



第

一
四
号

二

九
六
六
年
三
月
)

ミ
ル
父
子
の
政
治
思
想

西
口

進

ガ
ー
ナ
に
お
け
る
民
族
主
義
指
導
権

の
成
立

-
西
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議

二

九
二
〇
一

九
三
〇
年
)
を

中
心
に
i

谷
本
圭
介

H

・
J

・
ラ
ス
キ
の
政
治
理
論
に
お
け
る
連
立
主
義
秦

明
夫

プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ
ム
思
想
運
動
の
基
本
的
性
格
と
方
法森
本
哲
夫

第

一
五
号

(
一
九
六
七
年

三
月
)

猪
俣
津
南
雄
の
戦
略

・
戦
術
論

戦
後
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

初
期
ラ
ス
キ
の
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
論

都
市
化
現
象
下
に
お
け
る
住
民
の
政
治
意
識

第

一
六
号

(
一
九
六
八
年
三
月
)

王
政
復
古
の
政
治
思
想

岡
本

宏

安
部
博
純

山
本
隆
基

徳
本
正
彦

ー
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
影
響
-

梶
原
愛
巳

ア
メ
リ
カ
保
守
主
義

の
特
質

-
合
衆
国
憲
法

の
制
定
と

『ザ

・
フ
エ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
1

井
田
輝
敏

〈自
然
発
生
性
理
論
〉
の
問
題
と
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
理

論
の
特
質

-
最
近
の
東
独
に
お
け
る
ス
パ
ル
タ
ク
ス
派
評
価

へ
の
批
判

と
し
て
ー

松
田
秀
人

ジ

ュ
ネ
ー
ブ
協
定

の
侵
犯

ー
ゴ
ー
政
府
と
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ー

小
沼

新

第

一
七
号

(
一
九
六
九
年
三
月
)

核
時
代
の
権
力
政
治

-
戦
争
と
平
和

の
問
題
を
中
心
と
し
て
ー

具
島
兼
三
郎

エ
ド
マ
ン
ド

・
バ
ー
ク
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
観
の
研
究

1
(第

一
部
)

一
七
八
九
年
八
月
～

一
七
九

一
年
八
月
-

森
本
哲
夫

ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
研
究
序
説

(
一
)

田
中
節
男

〈資
料
>
G
・リ

ュ
ー
デ

『ゴ
ー
ド
ン
暴
動
。
暴
徒
と
犠
牲
者
に

関
す
る

一
研
究
』

竹
原
良
文
/
岡
部
悟
朗
共
訳

第

一
八
号

(
一
九
七
〇
年

三
月
)

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
国
家
に
お
け
る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁

の
国
家
か
ら
全
人
民
国
家

へ
の
転
化

に
つ
い
て

長
沼
庄
司

一鵬一



統

一
戦
線
理
論
の
形
成
過
程

1

『労
働
者
政
府
』
論
を
中
心
と
し
て
1

石
川
捷
治

ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
研
究
序
説

(二
)

ー

ル
ソ
ー
の
人
間
論
-

田
中
節
男

〈学
界

動
向
〉
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
共
産
主
義
の
研
究
に
つ
い
て

平
田
好
成

第

一
九

・
二
〇
合
併
号

(
一
九
七

一
年

=

月
)

フ
ラ

ン
ス
伝
統
主
義
に
お
け
る
ド

・
メ
ー
ス
ト
ル
の

「主
権
」

概
念

梶
原
愛
巳

無
産

階
級
の
過
激
社
会
運
動
取
締
法
案
反
対
運
動

1

「方
向
転
換
論
」
後
最
初

の
政
治
運
動
と
し
て
1

西
川
洋

ロ
ベ
ス
ピ

エ
ー
ル
の
政
治
思
想
研
究
序
説

-
革
命
の
理
念
と
動
態
-

瓜
生
洋

一

第

一
=

号

(
一
九
七
三
年
六
月
)

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
革
命
論
の

一
視
角

-

四
五
年
革
命

の
検
討
ー

J

.
リ
ル
バ
ー
ン
の
中
期
政
治
思
想

現
代

イ
ギ
リ
ス
政
治
理
論
研
究

ー

カ
ー
ル

・
R

・
ポ

ッ
パ
ー
に
つ
い
て
ー

木
村
宏
恒

山
本
隆
基

岡
部
悟
朗

コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
初
期
政
治
思
想

第

二
一
一号

(
一
九
七
五
年
五
月
)

ジ

ョ
ン

・
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
国
家
と
宗
教

-
宗
教
的
寛
容
論
を
中
心
と
し
て
ー

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
サ
ン

・
ジ

ュ
ス
ト
の
社
会
構
想

若
き
マ
ル
ク
ス
の
国
家
観
の
転
回

岩
岡
中
正

森

康
博

瓜
生
洋

一

大
藪
龍
介

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
二
つ
の

「俗
人
説
教
」
に
お
け
る

コ
ウ
ル
リ
ッ

ジ
の
政
治
思
想

岩
岡
中
正

第

二
三
号

(
一
九
七
六
年

三
月
)

J

・
S
・
ミ
ル

の
政
治
思
想
に
お
け
る
多
数
者
と
少
数
者

i
ベ
ン
タ
ム
と
の
対
比
に
お
い
て
1

西
口

進

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ

ル
ス
の
イ
ギ
リ
ス
国
家
論

大
藪
龍
介

〈資
料
>
P
・
ビ

ュ
ル
ジ

ュ
ラ
ン
著

『J
-J

・
ル
ソ
ー
の
国
家
論
』

田
中
節
男
訳

〈書
評
〉
北
島
平

一
郎
著

『近
代
外
交
史
ー

ナ
ポ
レ
オ
ン
か
ら
カ

イ
ザ
ー

へ
』

(創
元
社
、

一
九
七
五
年
刊

)

石
川
捷
治

第

二
四

・
二
五
合
併
号

(
一
九
七
八
年

二
月
)

S

・
T

・
コ
ー

ル

リ

ッ
ジ

『
教

会

と

国

家

』

論

一……一



ー

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
政
治
思
想
続
編
i

岩
岡
中
正

ボ
ー
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
の

《
イ
ギ
リ
ス
憲
法
》
観

ー

ニ
ュ
ー

・
ト
ー
リ
ー
主
義
を
中
心
に
1

森

康
博

発
生
期
の
人
民
党
運
動
と
そ
の
地
域
的
特
性

-

一
八
九
二
年
大
統
領
選
挙
ま
で

神
江
伸
介

天
皇
制
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と

「臣
民
」
の
形
成

i
社
会
化
機
関
と
し
て
の
学
校

・
軍
隊
お
よ
び
神
社
ー
安
部
俊
二

第
二
六
号

(
一
九
七
九
年
三
月
)

「国
家
論
」
の
対
象

大
藪
龍
介

イ
ギ
リ
ス
労
働
党
と
労
働
組
合

-
党
規
約
第
四
条
問
題
の
決
定
過
程
に
お
け
る
組
合
の
役
割
ー

永
山
正
男

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
政
党
再
編
成
に
お
け
る
第
三
党
の
位
置
神
江
伸
介

総
選
挙

に
お
け
る
労
働
組
合
…機
能
の
研
究

1
「圧
力
団
体
化
」

の
意
味
す
る
も

の
ー

大
賀
睦
夫

永
山
正
男

第

二
八
号

(
一
九
八

一
年

三
月
)

イ
ギ
リ
ス
革
命
論

の
諸
問
題

二

)

大
藪
龍
介

ベ
ト
ナ
ム
民
族
解
放
闘
争
に
お
け
る
社
会
主
義
建
設

の
問
題

ー

一
九
五
四
～
六
〇
年
-

石
田
正
治

ジ

ョ
ン
ソ
ン
政
権
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
開
始

へ
の
道

丸
山

泉

第

二
九
号

二

九
八
二
年
三
月
)

南

ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
結
成
の
主
導
権

小
沼

新

ケ
ネ
デ
ィ
政
権

の
ベ
ト
ナ
ム
政
策

丸
山

泉

ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策

の
形
成

-
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム

へ
の
介
入
を

中
心
と
し
て
1

石
田
正
治

一㎜「

第
二
七
号

(
一
九
八
〇
年
三
月
)

自
由
主
義
お
よ
び
自
由
民
主
主
義
の
論
理

大
藪
龍
介

政
治
学
に
お
け
る
権
力
の
概
念

-
権
力
の
実
体
概
念
と
関
係
概
念
を
中
心
と
し
て
ー

第
三
〇
号

(
一
九
八
三
年
三
月
)

ロ
ゴ
ス
の
政
治
思
想

ー
プ
ラ
ト
ン

『
ク
リ
ト
ン
』
の
意

味
す
る
も
の

(序
)
1

近
藤
嘉
昭



維
新

変
革
に
お
け
る
政
治
的
近
代
化
を
切
り
拓
く
政
治
主
体
性

と
そ

の
エ
ー
ト
ス
の
成
立

1

ペ
リ
ー
来
航
前
夜
迄

の
横
井
小
楠

の
思
想
と
行
動
を
中
心

に
ー

楢
原
孝
俊

興
亜
会
の
成
立

黒
木
彬
文

第
三

一
号

二

九
八
四
年
三
月
)

イ
ギ

リ
ス
革
命
論

の
諸
問
題

(二
)

興
亜
会
の
壬
午
軍
乱

へ
の
対
応

(
一
)

横
井

小
楠
に
お
け
る
政
治
思
想
の
原
点
構
造

米
ソ
冷
戦
の
数
量
的
解
析
序
説

大
藪
龍
介

黒
木
彬
文

楢
原
孝
俊

石
田
正
治

第
三
二
号

(
一
九
八
五
年
三
月
)

イ
ギ
リ
ス
革
命
論
の
諸
問
題

(三
)

大
藪
龍
介

横
井

小
楠
ー
朱
子
学
継
受
を
契
機
と
す
る
政
治
思
想
の
転
換

1
「勢
」
か
ら

「徳
礼
」

へ
1

楢
原
孝
俊

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
に
お
け
る
統
合
と
分
裂

ー

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
分
離
を
め
ぐ

っ
て
i

田
村
慶
子

国
体
明
徴
運
動
の
発
生

平
井

一
臣

第
三
三
号

二

九
八
六
年
三
月
)

ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
と

一
八
四
八
年
革
命

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
拡
大
過
程

-

一
九
六
五
年
夏
～
六
六
年
春
ー

〈事
例
研
究
〉
香
川
の
選
挙

〈講
演
〉
二
〇
〇

一
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ー
都
市
国
家
の
行
方
ー

小
山

勉

丸
山

泉

神
江
伸
介

シ
ア

・
チ

ー

ミ

ャ

オ

(
田

村

慶

子
訳

)

〈書
評
>J
・
サ
ラ
バ
ナ
ム
ト
ゥ
著
『独
立
の
ジ
レ
ン
マ
ー
マ
レ
ー

シ
ア
外
交
政
策
の
二
〇
年

一
九
五
七
-

一
九
七
七
年
』
田
村
慶
子

第

三
四
号

(
一
九
八
七
年

三
月
)

コ
ム
ソ
モ
ー
ル
の
自
己
批
判
カ
ン
パ
ニ
ヤ
を
め
ぐ

っ
て

ー

ス
タ
ー
リ
ン
体
制
形
成
過
程
の

一
断
面

二

九
二
八
-

二

九
年
)
1

松
井
康
浩

自
由
民
権
運
動
と
万
年
会

の
成
立

-
非
藩
閥
政
府
高
官

・
渡
辺
洪
基

の
殖
産
興
業
活
動
-

黒
木
彬
文

く書
評
V
O

・
K
・
フ
ェ
ル
ト
著

『
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
ミ
リ
タ
リ
ズ

ム
、
日
本
主
義
ー
日
本

の
英
字
新
聞

に
み
る

一
九
三
〇
1

一
九

一鵬一



四

一
年

の
危
機
の
時
代
の
解
釈
』

平
井

一
臣

〈
紹
介
〉
世
界
政
治
学
の
動
向

i
W
i
l
l
i
a
m
 
G
.
 
A
n
d
r
e
w
s
 
e
d
.
,
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
H
a
n
d
-

 
b
o
o
k
 
o
f
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
,
 
G
r
e
e
n
-
w
o
o
d
-
p
r
e
s
s
,

1
9
8
2
.

を
中
心
と
し
て
ー

徳
本
正
彦
編

第

三
五
号

(
一
九
八
八
年

三
月
)

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
民
行
動
党

-

一
党
支
配
の
確
立
ー

田
村
慶
子

横
井
小
楠

ー
近
代
政
治
思
想
形
成
史
に
お
け
る
巨
視
的
位
相
ー楢
原
孝
俊

ユ
ー
ゴ
ーー
ソ
連
紛
争

の
史
的
展
開
(
一
九
四
五
-

一
九
五
六
年
)

1

一
試
論
-

木
村

朗

〈
書
評
>
W

・
J

・
チ

ェ
イ
ス
著

『労
働
者
、
社
会
、
ソ
ヴ

ェ
ト

国
家
ー
モ
ス
ク
ワ
に
お
け
る
労
働
と
生
活

】
九

}
八
年
-

一

九

二
九
年
』
/
」

・
ヴ
ァ
イ
オ
ラ
著

『祖
国
の
最
良

の
息
子
達

ー

ソ
ヴ

ェ
ト
農
業
集
団
化
の
前
衛
に
あ
る
労
働
者
』
松
井
康
浩

第
三
六
号

(
一
九
八
九
年
三
月
)

国
際
政
治
の
激
動
を
見

つ
め
て

1

一
学
徒
の
あ
ゆ
み
1

谷
川
榮
彦

フ
ラ
ン
ス
極
右

の
現
在

1
「
フ
ロ
ン

・
ナ
シ
オ
ナ
ル

(国
民
戦
線
)」
と
ル
ペ
ン
ー

畑
山
敏
夫

ア
メ
リ
カ
の
対
反
乱
政
策

i
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
そ
の
教
訓
ー

丸
山

泉

H

・
ア
レ
ン
ト
に
お
け
る
共
同
性
の
探
求

1
「仕
事
」
・
「労
働
」
・
「活
動
」
の
概
念
を
中
心
と
し
て
1

伊
藤
洋
典

〈書
評
〉
ジ

ェ
フ
リ
ー

・
C

・
ア
イ
ザ

ッ
ク
著

『権
力
と

マ
ル
ク

ス
主
義
理
論
ー
リ
ア
リ
ズ
ム
的
視
座

ー
』

中
川
伸
二

第
三
七
号

(
[
九
九
〇
年
三
月
)

N

・
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
国
家
論
再
考

-
国
家
と
権
力
の
関
係
を
中
心
に
ー

中
川
伸
二

戦
後
ソ
ビ

エ
ト
対
外
政
策

の

一
展
開

ー
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
に
お
け
る
理
論
的
枠
組
の
形
成
と
確
定
-

岩
下
明
裕

〈研
究
ノ
ー
ト
〉
甲
中
政
変
期
の
義
勇
軍
志
願
運
動
と
脱
亜
論



黒
木
彬
文

〈研
究

ノ
ー
ト
〉
近
年

の
ア
レ
ン
ト
研
究

伊
藤
洋
典

第
三
八
号

(
一
九
九

一
年

三
月
)

コ
ミ

ュ
ー
ン
型
国
家
論
を
こ
え
る
た
め
に

二

)

大
藪
龍
介

横
井

小
楠
に
お
け
る
学
問
方
法
の
歴
史
的
位
相

楢
原
孝
俊

〈事
例
研
究
〉
「海

の
中
道
海
浜
公
園
」

に
お
け
る
官
民
関
係
の

形
態

伊
藤
洋
典

〈書
評
〉
小
池
治
著

『ア
メ
リ
カ
の
政
策
過
程
と
政
府
間
関
係
』

(第

一
法
規
、

一
九
九
〇
年
刊
)

大
河
原
伸
夫

第
三
九

号

(
一
九
九

二
年

三
月
)

興
亜
会
、
亜
細
亜
協
会
の
活
動

二

)

黒
木
彬
文

P

・
ビ
ル
ン
ボ
ー
ム
の

「
国
家
」
概
念

中
野
裕
二

〈研
究

ノ
ー
ト
〉
ゴ

ル
バ
チ

ョ
フ
時
代
の
国
家
主
権
論
争

-
国
際
法
理
論

の
転
換
を
中
心
に
1

岩
下
明
裕

第
四
〇

号

(
一
九
九

三
年

三
月
)

陸
羯
南

の

「
人
道
」
観
に
関
す
る
覚
え
書
き

本
田
逸
夫

日
本

の
防
衛
政
策
と
軍
事
力
漸
増
方
式

の
形
成
過
程

ー
戦
後
初
期

に
お
け
る
防
衛
政
策

の

一
考
察
-

都

暁
卿

ド
イ
ツ
国
家
国
民
党
と
全
国
農
村
同
盟

一
九
二
八
-
三
〇
年

熊
野
直
樹P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
P
a
r
t
i
e
s
 
i
n
 
C
o
n
f
l
i
c
t
 
i
n
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
P
o
l
i
t
i
c
s
 

Y
u
z
o
 
Y
a
b
u
n
o

〈
翻
訳
〉
転
換
期
の
国
際
連
合

-
第
四
七
回
国
連
総
会
ブ

ッ
シ
ュ
米
大
統
領
演
説

・
全
訳
と

解
説
-

岩
下
明
裕

第
四

一
号

(
一
九
九
四
年
三
月
)

ロ
マ
ン
主
義
に
お
け
る
共
同
性

岩
岡
中
正

横
井
小
楠
に
お
け
る

『天
』
観
念
の
原
理
的
転
生

楢
原
孝
俊

モ
ン
テ
ス
キ

ュ
ー
に
お
け
る
共
和
政

の
理
念
と
君
主
政

1
『法
の
精
神
』

に
お
け
る

「富
」
と

「名
誉
」
i

安
武
真
隆

第
四
二
号

二

九
九
五
年
三
月
)

共
和
政
成
立
以
前
の
ミ
ル
ト
ン
に
お
け
る
自
由
と
秩
序

-
主
教
制
度
論
争
を
中
心
に
し
て
1

清
瀧
仁
志

く研
究
ノ
ー
ト
V
ソ
ビ

エ
ト
国
際
法
学
者

の
肖
像

ー
九
三

・
九
四
年
の
モ
ス
ク
ワ
取
材
か
ら
1

岩
下
明
裕

〈資
料
紹
介
〉
曽
根
俊
虎

「
鉄
窓
漫
吟
」



1
資
料
の
解
説
と
紹
介
-

黒
木
彬
文

〈
紹
介
〉
グ

ス
タ
ー
ヴ

ォ
・
コ
ル
ニ
ー
/
ホ
ル
ス
ト
・ギ
ー
ス

『血

と
土
ー
ヒ
ト
ラ
ー
国
家

に
お
け
る
人
種
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
農

業

政
策
1
』

熊
野
直
樹

〈
参
加
記
〉
日
中
学
術
交
流
講
演
会
参
加
記井
竿
富
雄
/
山
田
良
介

第
四
三
号

(
一
九
九
六
年
三
月
)

欧

州
連
合

(E
U
)
に
お
け
る

「
サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
」

1
善
意
の
専
制
主
義
を
超
え
る
も
の
ー

八
谷
ま
ち
子

'E

・
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム
の
近
代
国
家
像

-
政
治
社
会

に
お
け
る
共
同
性
原
理
の
探
究
-

廣
澤
孝
之

〈
資
料
紹
介
〉
創
生
会
朝
倉
郡
支
部
機
関
紙

『革
新
興
論
』

1
解
説
と
紹
介
-

平
井

一
臣

〈
紹
介
〉
歩
平
著
/
山
辺
悠
喜
子
・宮
崎
教
四
郎
監
訳

『日
本
の

中

国
侵
略
と
毒
ガ
ス
兵
器
』
明
石
書
店
、

一
九
九
五
年井
竿
富
雄

第
四
四
号

二

九
九
七
年
三
月
)

冷
戦
期
に
お
け
る
中
国
教
育
の
動
向

1
朝
鮮
戦
争
前
後

(
一
九
四
九
～

一
九
五
五
年
)
に
お
け
る

中
国
教
育
の
変
容

に
焦
点
を
当

て
て
1

価
値
観
変
化
と
政
治
変
動

ー
R

・
イ
ン
グ

ル
ハ
ー
ト
の
理
論

枠
組
み
ー

郵

暁
卿

金
丸
裕
志

第
四
五
号

二

九
九
八
年
三
月
)

陸
羯
南

の

「国
民
的
特
性
」
論

i
そ
の

「自
由
主
義
」
論
と
の
関

連
を
中
心
に

本
田
逸
夫

「九
州

・
沖
縄
」
論
小
考

1
視
座
と
し
て
の

「地
域
」
論
を
め
ざ
し
て
ー

平
井

一
臣

・
石
川
捷
治

韓
国
国
政
選
挙
に
お
け
る
地
域
割
拠

現
象
再
論

-
第

一
五
代
大
統
領
選
挙
を
対
象

と
し
て
1

出
水

薫

〈研
究
ノ
ー
ト
〉
高
度
情
報
化
社
会
と
政
治
過
程

1
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
変
え
る
政
治

・
市
民
-

上
野
眞
也

〈書
評
〉
押
村
高
著

『
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
政
治
理
論
-
自
由

の

歴
史
的
位
相
1
』
早
稲
田
大
学

出
版
部
、

一
九
九
六
年

安
武
真
隆

一醜「



第
四
六
号

二

九
九
九
年

三
月
)

功
利
主
義

と
政
治
的
思
慮

l
J

・
S

・
ミ
ル

『代
議
政
治
論
』
を
手
掛
か
り
に
1

関

口
正
司

初
期

ロ
ッ
ク
の
政
治
思
想

1
「良
心
の
自
由
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
に
1

朝
倉
拓
郎

『君
主
論
』
に
お
け
る

マ
キ
ァ
ヴ

ェ
ッ
リ
の
ブ
イ
レ
ン
ツ
ェ
統
治

と
征
服
地
支
配
論

鹿
子
生
浩
輝

ポ

ス
ト
冷
戦
期

に
お
け
る
国
際
統
合
理
論

の
視
点

ー
オ
ー
プ
ン

・
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
批
判
的
検
討
ー
椛
島
洋
美

コ
ミ
ト
ロ
ジ
ー
考
察

1
だ
れ
が
欧
州
統
合
を
実
施
す
る
の
か
1

八
谷
ま
ち
子

〈
資
料
紹
介
〉
『
C
I
S
と
は
何
か
ー

ロ
シ
ア

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

・

ベ
ラ
ル
ー
シ
を
中
心
と
し
た
国
際
法
専
門
家
の
見
方
1
』

北
海
道
大
学

ス
ラ
ブ
研
究

セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
八
年
岩
下
明
裕

〈
書
評
〉
サ
ミ

ュ
エ
ル

・
F

・
B

・
モ
ー
ス
著

『自
由
を
根
幹
と

す
る
合
衆
国
の
諸
制
度

に
外
国
人
移
民
が
与
え
る
切
迫
し

た
脅
威
と
、
帰
化
法
の
現
状
』

山
中
亜
紀

第
四
七
号

(二
〇
〇
〇
年
三
月
)

ミ
ル
の
寛
容
論

関
口
正
司

性
別

・
年
齢
集
団
と
政
治
参
加

-
熊
本
県
民
の
政
治
意
識
と
投
票
行
動
を
中
心
に
1上

野
眞
也

ロ
ー

マ
の
再
生

ー

マ
キ
ァ
ヴ

ェ
ッ
リ
の
『リ
ウ
ィ
ウ
ス
論
』
と
ル
ネ
サ
ン
ス
・

イ
タ
リ
ア
ー

鹿
子
生
浩
輝

グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
地
域

秩
序
形
成

ー
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
形
成
が
持

つ
意
味
1

椛
島
洋
美

現
代
日
本
に
お
け
る
代
議
士
と
地
方
議
員
と
の
系
列
関
係

の
変

容

藤
原
祐
子

〈資
料
紹
介
〉
『福
岡
県
田
川
市
の
財

政
と
歴
史
』

光
本
伸
江

〈
書
評
〉

一
七
世
紀

に
お
け
る
権
力

と
国
民
統
合
F
u
k
u
d
a
A
r
i
h
i
r
o
,
 
S
o
v
e
r
e
i
g
n
t
y
 
a
n
d
 
t
h
e
 
S
w
o
r
d
;
 
H
a
r
r
i
n
g
t
o
n
,
 
H
o
b
b
e
s
,
 
a
n
d
 
M
i
x
e
d
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 
i
n
 
t
h
e
 
E
n
g
l
i
s
h
 
C
i
v
i
l
W
a
r
s
 
(
O
x
f
o
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
9
7
)

清
瀧
仁
志

第
四
八
号

(二
〇
〇

[
年
三
月
)

ト
マ
ス

・
ア
ー
ノ
ル
ド
に
お
け
る
教

育
と
国
民
統
合
清
瀧
仁
志



陸
軍

に
お
け
る
シ
ベ
リ
ア
出
兵
構
想
の
変
容

井
竿
富
雄

ア
メ
リ
カ

・
シ
オ
ニ
ス
ト
運
動
と

「パ

レ
ス
チ
ナ

・
ア
ラ
ブ
人

問
題
」
ー
ビ

ル
ト
モ
ア
会
議
を
中
心
と
し
て
ー

池
田
有
日
子

ト

マ
ス

・
ホ
ッ
ブ
ズ
の

「専
制
的
支
配
」
論

1

『法
の
原
理
』
お
よ
び

『市
民

に
つ
い
て
』
を
中
心
に
1

久
野
真
大

〈書

評
〉
B
e
a
t
e
 
 
K
o
h
l
e
r
-
K
o
c
h
 
a
n
d
 
R
a
i
n
e
r
 
E
i
s
i
n
g
 
(
e
d
.
)
,
T
h
e
 
T
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
o
f
 
G
o
v
e
r
n
a
n
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
U
n
i
o
n
,
 
R
o
u
t
l
e
g
d
e
/
E
C
P
R
 
S
t
u
d
i
e
s
 
i
n
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
P
o
l
i
t
i
-
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
,
 
1
9
9
9
,
 
p
p
.
3
2
0
.

八
谷
ま
ち
子

第
四
九

号

(二
〇
〇
二
年
三
月
)

ジ

ョ
ン

・
グ

レ
イ
の
現
代
イ
ギ
リ

ス
保
守
主
義
論

ー
そ
の
零
落
と
再
生

の
ア
ジ

ェ
ン
ダ
ー

森
本
哲
夫

南
原
繁
思
想
史
論
の
批
判
と
継
承

ー
主
に
ナ
チ
ズ
ム
論
と
の
関
連
か
ら
観
た
1

本
田
逸
夫

マ
シ

ュ
ー

・
ア
ー
ノ
ル
ド
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
教
養

清
瀧
仁
志

A
P
E
C
の
制
度
化
に
関
す
る

一
考
察

ー

ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
太
平
洋

へ
の
接
近
を
中
心
と
し
て
ー

椛
島
洋
美

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
政
治

ウ
ォ
ル
タ
ー

・
バ
ジ

ョ
ッ
ト
の
議
会

改
革
論
-

遠
山
隆
淑

第
五
〇
号

(二
〇
〇

三
年
三
月
)

宮
廷
か
ら
文
明
社
会

へ

1
初
期
近
代
ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る

「
文
明
」
と

「作
法
」
1

木
村
俊
道

ホ
ッ
ブ
ズ

「政
治
哲
学
」
に
お
け
る
コ
モ
ン
ウ

ェ
ル
ス
の
成
立

方
法

久
野
真
大

小
泉
政
権

の
政
官
関
係
に
み
る

「
本
人

の
複
数
性
」
問
題
原

清

一

一
九
三

一
年
の
独
墺

関
税
同
盟
計
画

1
「パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と

「
ア
ン
シ

ュ
ル
ス
」
の
間
で
1

北
村

厚

中
国
共
産
党
の

「朝
鮮
族
政
策
」
に
関

す
る
歴
史
的
考
察

-
延
辺
に
お
け
る
整
風
運
動
と
文
化
大
革
命
を
中
心
に
ー

金

哲

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
ホ
イ
ッ
グ
的
歴
史
解
釈

と
ミ
ル
ト
ン清
滝
仁
志



〈第

五
〇
号
特
別
企
画
〉
『政
治
研
究
』
第
五
〇
号
に
寄
せ
て

谷
川
榮
彦
/
安
部
博
純
/
徳
本
正
彦
/
小
山

勉

〈第

五
〇
号
特
別
寄
稿
〉
ジ

ャ
ン
・
ジ

ャ
ッ
ク

・
ル
ソ
ー
の
政
治

哲
学

柳

春
生

一㎜


